育成会だより177号
「現実」を「理念」に近づける！
1　理念と現実
　 辞書では「理念」とは、「理性の働きが統一される概念。イデー。イデア。」（岩波国語辞典）とあります。
　　理念といえば真っ先に浮かぶのは日本国憲法における理念です。我が国の憲法の理念は立憲主義であり、「個人の尊重」と「法の支配」を原理とするとあります。
この理念は、国民主権、基本的人権の尊重、恒久平和主義などの基本原理を支えています
そして、これらのものは時代の変遷の中にあっても我が国が堅持すべきものであり、その重要性は今後も変えてはいけないものであると考えます。
２　社会福祉法における理念
　　他方、私たちが従事している社会福祉においては、「理念」について最近大きな変化がありました。
それまでの社会福祉事業法において「基本理念」として規定されていた「国、地方公共団体、社会福祉法人その他社会福祉事業を経営する者は、福祉サービスを必要とする者が、心身ともに健やかに育成され、又は社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会を与えられるとともに、その環境、年齢及び心身の状況に応じ、地域において必要な福祉サービスを総合的に提供されるように、社会福祉事業その他の社会福祉を目的とする事業の広範かつ計画的な実施に努めなければならない。」から、社会福祉法に規定されている「福祉サービスの基本的理念」である「福祉サービスは、個人の尊厳を旨とし、その内容は、福祉サービスの利用者が心身ともに健やかに育成され、またはその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように支援するものとして、良質かつ適切なものでなければならない。」への変化です。言うまでもなく社会福祉基礎構造改革によるものです。端的に目に見えやすいものとしては「措置」から「契約」への変化といわれます。
３　社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会における理念　
翻って私共の社会福祉法人福岡市手をつなぐ育成会における理念は以下のとおりです。少し長くなりますが、大事なものですから全文を書きます。
　　１　当事者・家族の願いを大事にして、職員を含む関係者一人ひとりを大切にした運営
に努めます。
２　人生の主人公として、障がいのある人がその人なりの生き方や生きがいを作り尊
厳を持った暮らしができるよう支援します。
３　障がい者団体を始め他の機関との連携を図り、地域に開かれた取り組みを行います。
４　新しい道を切り開いていくために学ぶ機会を大切にします。　
そして、以上の理念の下には5項目の経営方針が定められています。
４　理念と現実
ここでタイトルの「現実」と「理念」に戻ります。
「現実」と「理念」の関係を表すものとして、計画、実行、評価、改善から頭文字をとったPDCAサイクルもその中に入るのではないかと思います。また、社会福祉法人における理事会、評議員会や公共団体における議会、民間会社における株主総会も透かして見れば「現実」と「理念」の関係が露わになる場ではないかと思います。
「現実」を「理念」に近づけていくべきだが、いつの間にか現実重視というより理念無視あるいは理念忘却になり、「理念」は「理念」だ、理想だと自分自身を納得させることが往々にあります。
確かに「理念」にはいいことが書いてある。できればそうしたいし、「理念」に書いてある状況に近づきたい。という思いが誰しもあるのではないでしょうか。でも「現実」はね、というところです。
現在、理事長という職にいますが、省みれば、「現実」から一歩でも「理念」に近づける状態を作り出す責任は組織の責任者にあると思います。法人であれば理事長であり、施設であれば施設長です。なぜなら、「理念」は目指すべきものであると同時に今の行動の指針でもあるはずです。ここまで書いてふと思いました。育成会の中で、1日に1度でも育成会の「理念」を見ている（読んでいる、意識している）職員はいるのかなと。「皆忙しいんですよ。」という声が返ってきそうです。そう考えたら一番初めに意識すべきはまずは自分だと気づきました。そこで早速、基本理念と経営方針をコピーし、職場の机のガラスの下に置き何回か読みました。上記に書いているようになかなかいいことが書いてあります。でも、考えてはいけないことかもしれないが、正直、現実は別のところにある。
その差をどう埋めればよいのか。いや、埋めるのではなく、「現実」を「理念」の目指すところに引っ張っていくべきだと考えました。
理事長に就任して4か月が経過した現在ですが、1日1つでもよい、関係者の皆さんの理解と協力をいただいて「現実」を「理念」に引き寄せたいと思います。
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